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本
書
は
東
ア
ジ
ア
、
特
に
韓
国
と
日
本
の
始
祖
・
建
国
神
話
に
見
ら
れ
る
天
神
・
日
神
信
仰
の
比
較
研
究
で
あ

る
。宗

教
学
者
、
ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
（M

ircea Eliade

）
は
、
一
九
七
六
〜
一
九
八
三
年
に
大
著
『
世
界
宗

教
史
』（H

istoire des Croyances et Idées R
eligieuses,

Ⅰ

～

Ⅲ, Paris

）
を
出
版
し
た
。
そ
れ
は
古
今
東
西
の
宗

教
を
網
羅
す
る
記
念
碑
的
な
研
究
成
果
の
集
成
で
あ
る
。
ま
た
エ
リ
ア
ー
デ
は
一
九
六
八
年
に
『
太
陽
と
天
空
神　

宗
教
学
概
論
１
』T

raité dʼH
istoire des R

eligions, Paris

）
を
出
版
し
、
そ
の
宗
教
研
究
を
つ
ら
ぬ
く
「
聖

性
顕
現hierophany

」
の
概
念
を
軸
に
し
て
「
天
空
神
」
の
根
本
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
「
天
空
神
」
が
ど
の
よ
う
に
「
太
陽
神
」
に
変
容
す
る
か
も
詳
説
し
て
い
る
。

エ
リ
ア
ー
デ
の
考
察
の
射
程
は
広
く
、
東
ア
ジ
ア
や
中
央
・
北
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
や
神
話
に
も
及
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
彼
は
こ
の
地
域
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
本
質
に
つ
い
て
も
す
ぐ
れ
た
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
型
は
「
脱
魂
型
」
と
「
憑
依
型
」
に
二
分
さ
れ
る
。
日
本
の
場
合
「
憑
依
型
」
が
多
い

と
さ
れ
、
混
合
型
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
エ
リ
ア
ー
デ
の
型
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
す
る
反
論
も
あ
る
。
ま
た
、

た
し
か
に
彼
自
身
、
天
空
神
と
太
陽
神
の
純
粋
な
型
よ
り
も
両
神
の
混
合
し
た
か
た
ち
の
崇
拝
や
信
仰
の
可
能
性

を
示
唆
し
て
は
い
る
も
の
の
、
東
ア
ジ
ア
の
天
空
神
・
太
陽
神
の
純
粋
な
型
と
か
、
天
空
神
の
日
神
と
の
ど
の
よ
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う
な
混
合
型
が
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
は
詳
細
に
語
っ
て
い
な
い
。

本
書
の
研
究
は
、
東
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
韓
日
の
天
空
神
と
日
神
（
本
書
で
は
天
神
と
日
神
と
呼
ぶ
）
に
照
準
を

絞
っ
て
、
古
代
の
始
祖
・
建
国
・
王
権
神
話
に
現
れ
る
両
神
の
性
格
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
天

神
・
日
神
の
基
礎
概
念
は
エ
リ
ア
ー
デ
の
定
義
に
従
っ
て
い
る
。
韓
日
の
神
話
を
見
る
と
、
天
神
・
日
神
が
必
ず

し
も
判
然
と
区
別
さ
れ
て
い
な
い
事
実
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
高
句
麗
・
百
済
の
始
祖
王
東
明
（
朱
蒙
、

他
い
く
つ
か
の
呼
び
名
が
あ
る
）
で
あ
る
が
、
史
書
に
よ
っ
て
「
天
神
の
子
」「
日
の
子
」、
ま
た
「
日
月
の
子
」
と

い
う
ま
ち
ま
ち
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
日
本
の
神
話
の
場
合
も
同
様
で
、
神
武
天
皇
の
一
族
が
「
天
神
」
と
も
「
日

神
」
と
も
見
な
さ
れ
て
い
る
。
微
妙
な
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
建
国
神
（
皇
祖
神
）
と
も
見
な
さ
れ
る
、

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
（
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ま
た
は
高
木
神
と
も
い
う
）
に
も
、
天
神
・
日
神
の
両
要
素
を
見
出
し
う
る
の
で

あ
る
。

エ
リ
ア
ー
デ
は
日
神
が
王
権
神
話
で
中
心
を
占
め
る
ケ
ー
ス
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
マ
ヤ
な
ど
で
、
そ
ん
な
に
多
く

な
い
と
言
う
。
し
か
し
実
情
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
特
に
日
本
の
ア
マ
テ
ラ
ス
に
し
て
も
、
最
初
か
ら
皇
祖
神

と
し
て
日
神
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
天
神
が
日
神
に
な
っ
た
の
か
は
一
概
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア

マ
テ
ラ
ス
が
最
初
か
ら
日
神
だ
と
し
て
も
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
そ
う
な
っ
た
の
か
は
、
伊

勢
地
方
の
原
初
的
な
太
陽
崇
拝
や
沖
縄
の
太
陽
神
「
テ
ダ
（
テ
ィ
ダ
）」
へ
の
信
仰
な
ど
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
、
可
能
な
限
り
、
多
く
の
神
話
の
載
る
韓
日
の
史
書
や
、
民
間
信
仰
の
研
究
書
に

あ
た
っ
て
広
く
資
料
を
分
析
す
る
。
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本
書
は
今
述
べ
た
こ
と
を
中
心
に
、
韓
日
の
始
祖
・
建
国
・
王
権
神
話
全
体
と
、
必
要
に
応
じ
て
中
国
の
史
料

や
中
央
・
北
東
ア
ジ
ア
の
史
料
に
も
あ
た
っ
て
天
空
神
と
太
陽
神
を
比
較
考
察
す
る
。

本
書
の
特
色
を
あ
え
て
述
べ
れ
ば
、
韓
日
の
神
話･

伝
説
を
歴
史
的
・
地
理
的
に
か
な
り
密
接
に
結
び
つ
け
る

と
思
わ
れ
た
韓
国
側
の
「
延
烏
郎
・
細
烏
女
説
話
」
と
日
本
側
の
「
天
日
矛
渡
来
説
話
」
を
重
視
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
説
話
は
純
粋
な
型
の
始
祖
神
話
で
も
王
権
神
話
で
も
な
い
が
、
韓
日
を
つ
な
ぐ
接
点
に
位
置
す
る
。
比

較
研
究
の
恰
好
な
説
話
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
国
で
こ
れ
ま
で
総
合
的
に
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で

あ
る
。

韓
日
は
一
衣
帯
水
の
隣
国
同
士
で
あ
り
、
政
治
的
・
文
化
的
交
流
は
古
来
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し

不
幸
な
こ
と
も
数
多
く
、
誤
解
と
対
立
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
今
後
、
両
国
関
係
が
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に

は
、
古
代
の
歴
史
・
宗
教
・
文
化
の
研
究
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。
本
書
が
そ
の
相
互
理
解
の
一
つ
と
し
て
役
立

つ
な
ら
、
こ
れ
に
ま
さ
る
幸
せ
は
な
い
。

�

著
者　
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（
太
陽
神
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ア
ー
デ
に
よ
る
分
析



2

本
書
は
、
古
代
の
韓
国
と
日
本
の
建
国
神
話
な
い
し
王
権
神
話
に
見
ら
れ
る
、
国
家
や
民
族
の
最
高
神
・
始
祖
神

と
し
て
の
天て

ん
し
ん神

と
日
神
の
比
較
研
究
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
天
神
は
「
天
空
神
」、
日
神
は
「
太
陽
神
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。「
天
」「
天
帝
」「
皇
天
」
な
ど
と

も
呼
ば
れ
る
、
元
来
は
空
を
神
格
化
し
た
神
が
天
神
だ
が
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
や
国
家
で
は
、
天
は
日
神
と
の
密

接
な
関
係
に
お
い
て
崇
拝
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
古
代
韓
国
の
高
句
麗
や
百
済
の
建
国
者
で
あ
る
朱
蒙
は
「
天
帝
の
子
」
と
も
「
日
子
」
と
も
記
さ
れ
、

天
神
の
子
か
日
神
の
子
か
は
中
国
や
韓
国
の
史
書
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
日
本
の
初
代
天
皇
と
さ
れ
る
神
武

天
皇
に
し
て
も
、
そ
の
祖
先
が
「
天あ

ま
つ
か
み神」
な
の
か
「
日
神
」
な
の
か
明
確
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
同
一
視
さ
れ
が
ち
な
、
天
神
と
日
神
は
本
質
的
に
異
な
る
神
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

Ｍ･

エ
リ
ア
ー
デ
（M
ircea Eliade
）
の
学
説
を
援
用
し
て
、「
天
神
」
と
「
日
神
」
の
基
本
的
な
概
念
を
明
確
に
し

て
お
き
た
い
。
そ
の
あ
と
で
、
韓
国
と
日
本
の
建
国
・
王
権
神
話
を
個
々
に
考
察
し
て
、
現
在
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ

れ
な
か
っ
た
天
神
・
日
神
の
要
素
を
探
り
、
最
高
神
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。



3　第一章　天神（天空神）と日神（太陽神）

１　

空
の
聖ヒ

エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー

性
顕
現
と
し
て
の
天
空
神
（
天
神
）

Ｍ･
エ
リ
ア
ー
デ
は
、『
太
陽
と
天
空
神　
宗
教
学
概
論
１
』（
一
九
七
四
）
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
見
上
げ
る
空

は
単
な
る
物
理
的
な
空
で
は
な
く
、
そ
こ
に
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
（hierophany

、
聖
性
顕
現
）
が
感
じ
ら
れ
る
と
き
、

天
空
神
と
な
る
と
い
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

天
空
的
構
造
を
も
っ
た
神
々
の
像
を
検
討
す
る
前
に
、
天
空
そ
の
も
の
の
宗
教
的
な
意
味
の
理
解
に
努
め

よ
う
。
あ
え
て
神
話
的
寓
話
化
に
訴
え
な
く
と
も
、
天
空
は
直
接
に
そ
の
超
越
性

0

0

0

、
力0

、
聖
性

0

0

を
啓
示
す
る
。

空
を
た
だ
眺
め
る
だ
け
で
、
そ
れ
は
未
開
人
の
意
識
に
宗
教
経
験
を
起
さ
せ
る
、
と
、
こ
の
よ
う
に
断
言
し

て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
天
空
神
を
「
自
然
崇
拝
」
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
古
代
心
性
に
と
っ
て
、「
自

然
」
は
単
に
「
自
然
的
」
な
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い
。「
空
を
た
だ
眺
め
る
だ
け
」
と
い
う
表

現
は
、
そ
れ
を
未
開
人
と
結
び
つ
け
て
み
る
と
、
ま
っ
た
く
別
の
意
味
を
お
び
る
。
未
開
人
は
、
わ
れ
わ
れ

に
は
想
像
す
る
の
も
む
ず
か
し
い
よ
う
な
激
し
さ
で
、
日
常
的
な
奇
蹟
を
受
け
入
れ
よ
う
と
ま
ち
か
ま
え
て

い
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
眺
め
る
こ
と
は
、
啓
示
に
等
し
い
。
天
空
は
あ
る
が
ま
ま
の
も
の
を
啓
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、
無
限
、
超
越
で
あ
る
。
空
は
お
よ
そ
人
が
表
象
す
る
も
の
や
、
人
の
生
活
空
間
と
は
、
す
ぐ
れ

て
「
ま
っ
た
く
別
の
も
の
」
で
あ
る
。
空
の
超
越
性
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
た
だ
そ
の
無
限
の
高
さ
を
認
識
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す
る
こ
と
だ
け
か
ら
発
生
し
て
く
る
、
と
さ
え
い
え
よ
う
。「
い
と
高
き
も
の
」
は
当
然
、
神
の
属
性
と
な
る
。

人
が
近
づ
き
が
た
い
上
層
、
星
座
圏
は
、
超
越
、
絶
対
的
実
在
、
永
続
と
い
っ
た
神
々
し
い
威
光
を
獲
得
す

る（
１
）。

　

天
空
は
超
越
性
を
、
力
を
、
不
変
性
を
、
そ
の
存
在
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
「
象
徴
す
る
」。
天
空
が
存
在

す
る
の
は
、
そ
れ
が
、
高
く

0

0

、
無
限
で

0

0

0

、
不
変
で

0

0

0

、
力
強
い

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。「
高
い
」
と
い
う
こ
と
、「
高
み
」

に
あ
る
と
い
う
単
純
な
事
実
が
、「
力
強
く
」
…
…
そ
し
て
聖
性
に
み
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
…
…
に
等
し

い（
２
）。

ま
た
エ
リ
ア
ー
デ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
天
空
神
へ
の
信
仰
は
古
今
東
西
の
諸
部
族
・
民
族
に
見
ら
れ
、
人
類
に

と
っ
て
天
空
神
は
最
も
普
遍
的
で
原
初
的
な
神
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
天
空
神
は
、
王
権
と
結
び
つ
く
と
国
家
の

最
高
神
と
も
な
る
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
神
「
ア
ン
（A

n

）」、
古
代
パ
レ
ス
チ
ナ
の
「
エ

ル
（El

）」、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
（Y

H
W

H
）」、
ギ
リ
シ
ア
の
「
ゼ
ウ
ス
（Zeus

）」、
ま
た
中
国
の
「
天
」、

ア
ル
タ
イ
語
族
の
「
テ
ン
グ
リ
（T

engli

）」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
東
ア
ジ
ア
や
北
東
ア
ジ
ア
関
係

の
あ
る
「
天
」
や
「
テ
ン
グ
リ
」
に
つ
い
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
同
書
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

…
…
こ
の
よ
う
な
、
全
世
界
的
な
王
国
、
天
上
の
主
権
者
の
地
上
に
お
け
る
子
ま
た
は
代
理
者
、
と
い
う
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概
念
は
、
中
国
人
に
お
い
て
も
み
い
だ
さ
れ
る
（
同
様
に
い
く
つ
か
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
住
民
に
も
あ
る
）。
中
国
の

古
い
文
献
で
は
、
天
の
神
は
二
つ
の
名
称
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
天
」T

ʼien

（「
天
空
」「
天
空
神
」）

と
、「
上
帝
」Chang-T

i

（「
高
貴
な
主
」「
天
の
主
権
者
」）
で
あ
る
。
天
は
宇
宙
の
秩
序
の
調
整
者
で
あ
り
、

九
層
の
天
の
最
高
頂
に
す
む
至
高
の
主
権
者
で
あ
る
。
…
…
皇
帝
は
「
天
子
」
で
あ
っ
て
、
天
神
の
地
上
に

お
け
る
代
理
者
で
あ
る
。
…
…
こ
の
主
権
者
は
社
会
の
安
寧
秩
序
だ
け
で
な
く
、
大
地
の
肥
沃
・
宇
宙
の
周

期
の
正
常
な
運
行
を
も
保
証
す
る
。
地
震
そ
の
他
の
災
害
・
大
異
変
が
起
る
と
、
中
国
の
主
権
者
は
自
分
の

罪
を
告
白
し
、
浄
罪
の
儀
式
に
専
念
す
る（

３
）。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
至
上
神
の
名
は
テ
ン
グ
リ
（tengli

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
天
」
を
意
味
す
る（

４
）。

　

…
…
モ
ン
ゴ
ル
人
は
天
が
す
べ
て
を
み
そ
な
わ
す
、
と
信
じ
て
お
り
、
か
れ
ら
が
誓
約
を
す
る
と
き
に
は

「
天
よ
知
り
給
え
」
と
か
「
天
よ
見
給
え
」
と
宣
言
す
る
。
天
の
送
る
合
図
（
彗
星
、
旱
魃
な
ど
）
の
中
に
、

か
れ
ら
は
神
の
啓
示
、
命
令
を
読
み
と
る
。
創
造
者
、
見
者
、
そ
し
て
全
知
で
、
法
の
守
護
者
で
あ
る
天
空

神
は
、
宇
宙
の
支
配
者
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
神
は
直
接
に
は
治
め
な
い
が
、
地
上
に
政
治
機
関
が
現

れ
た
と
き
に
は
、
神
は
地
上
の
代
理
者
、
カ
ン
た
ち
を
し
て
統
治
せ
し
め
る（

５
）。

ま
た
『
世
界
宗
教
史
Ⅱ
』
第
一
六
章
「
古
代
中
国
の
宗
教
」
に
お
い
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
「
天
」
に
つ
い
て
以
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下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

周
王
朝
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
天
空
神
で
あ
る
天
や
上
帝
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
人
格
神
の
性
格
を
有

し
て
い
る
。
そ
れ
は
天
の
中
心
、
大
熊
座
に
住
ま
わ
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
は
そ
の
天
空
神
的
な

構
造
が
示
さ
れ
て
お
り
、
天
や
上
帝
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
聞
き
し
て
、
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
千
里
眼

で
す
べ
て
を
知
っ
て
、
そ
の
命
令
に
は
絶
対
に
誤
り
が
な
い
。
天
や
上
帝
は
、
条
約
や
契
約
を
結
ぶ
際
に
よ

び
だ
さ
れ
た
。
あ
と
に
な
る
と
、
全
知
全
能
の
天
は
、
孔
子
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
派
の
思
想
家

や
、
道
徳
家
や
神
学
者
に
よ
っ
て
崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
天
空
神
は
宗

教
的
な
性
格
を
し
だ
い
に
失
い
、
宇
宙
の
秩
序
の
原
理
、
道
徳
的
法
則
の
根
拠
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
至
上

神
の
こ
う
い
っ
た
抽
象
化
と
合
理
化
の
過
程
は
、
宗
教
史
に
お
い
て
頻
繁
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
…
…

し
か
し
、
天
は
王
朝
の
守
護
者
で
あ
り
続
け
る
。
王
は
「
天
の
息
子
」
で
あ
る
…
…（

６
）。

エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
天
空
神
は
、
天
空
の
超
越
性
・
高
貴
性
、
永
続
性
と
い
っ
た
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
に
お

い
て
私
た
ち
に
と
っ
て
神
と
な
り
、
つ
い
に
は
民
族
や
国
家
の
最
高
神
に
な
っ
て
ゆ
く
。
む
ろ
ん
天
空
神
は
、
人

類
の
素
朴
な
自
然
崇
拝
（
な
い
し
は
自
然
の
力
へ
の
お
そ
れ
）
に
も
結
び
つ
く
。
そ
の
崇
拝
の
対
象
は
、
天
体
の
自

然
現
象
で
あ
る
、
天
空
・
日
・
月
・
星
辰
・
大
気
（
風
）・
雲
・
雨
・
虹
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
天
空
神
の
属
性
は
、

今
挙
げ
た
天
体
の
自
然
現
象
に
対
す
る
地
上
の
現
象
、
つ
ま
り
大
地
・
山
・
海
・
川
・
沼
・
火
等
と
も
関
連
し
て
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あ
と
が
き

本
書
は
、
二
〇
〇
六
年
に
学
位
を
得
た
、
桜
美
林
大
学
の
博
士
論
文
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
に
発
表
し
た
い
く

つ
か
の
論
文
も
あ
わ
せ
て
、
一
部
を
修
正
・
補
筆
し
て
あ
ら
た
に
書
き
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
新
羅
の
「
娑
蘇
神
母
の
説
話
」（
二
章
５
）
は
、
博
論
の
あ
と
新
し
く
研
究
し
た
部
分
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
中
国
の
崑
崙
山
の
女
神
、
西
王
母
を
取
り
あ
げ
、
娑
蘇
と
の
関
係
を
推
測
し
た
。
多
少
、
強
引
な
関
係

づ
け
と
思
わ
れ
た
が
、
本
書
は
あ
く
ま
で
も
歴
史
的
な
研
究
で
は
な
く
、
神
話
の
研
究
な
の
で
、
そ
れ
も
許
さ
れ

る
と
考
え
た
。

本
論
に
お
い
て
詳
述
し
た
が
、
神
話
の
主
体
や
人
物
は
、
神
話
そ
れ
自
身
の
内
部
で
そ
の
神
話
が
語
ら
れ
る
歴

史
的
環
境
の
中
で
変
容
す
る
の
は
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
西
王
母
に
あ
っ
て
は
そ
れ
が
い
ち
じ
る
し

い
。『
三
国
史
記
』
や
『
三
国
遺
事
』
の
著
者
た
ち
も
、
娑
蘇
伝
承
を
書
き
と
め
な
が
ら
、
そ
れ
に
あ
え
て
自
ら

の
注
釈
を
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
測
と
解
明
を
試
み
て
い
る
。
断
片
的
に
せ
よ
娑
蘇
伝
承
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

そ
れ
が
西
王
母
に
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
は
娑
蘇
説
話
そ
の
も
の
が
日
本
の
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
何
ら
か
の
神
話
的
関

係
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
も
、
あ
な
が
ち
無
謀
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
本
書
は
天
神
・
日
神
に
関
す
る
さ
さ
や
か
な
韓
日
神
話
の
比
較
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
里
塚
で

あ
り
、
今
後
、
読
者
諸
賢
の
御
批
判
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
さ
ら
に
研
究
を
つ
づ
け
て
い
き
た
い
。
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